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定価 1,100 円（税込）

【ダイアリー編】
⃝�月間スケジュール：
　 1頁 1月表示で一目瞭然
⃝�週間スケジュール：
　▪�1 頁 1 週間
　▪�上端ミシン目カットでき

今週の頁迅速検索
　▪�年初－年末の日数表示
　▪�六曜、二十四節気、雑節

表示
　▪�今週のことば
　▪�記念月間・週間表記
⃝�メモ帳：
　▪�各ページミシン目入り
　▪�方眼目盛で描きやすい

【技術資料編】
⃝�基本事項：
　▪��建築物のライフサイクルと保全
　▪�国家機関の建築物の保全
　▪�保全の分類と業務の概要
　▪�保守、修繕等
　▪�ビルメンテナンス業の業務体系

と主な資格
⃝�官庁施設の点検：
⃝�関係法令：
　▪�ビル管理に関する法令等
　▪�関係資格問合せ先リスト
　▪�水道水の種類と概要
　▪�防火対象物
　▪�自営消防組織の設置

　▪�危険物
　▪�警報設備の設置対象
　▪�環境基準等
　▪�品確法
⃝�保全関係資料：
　▪�施設関連保管図書類
　▪�建築基準法第12条
　▪�事故対策
　▪�建築物を構成する部材等の耐用年数
　▪�建築物等の保全技術審査証明事業
　▪�フロン排出抑制法
⃝�データライブラリー：
　▪�数理表
　▪�特定建築物
　▪�実態調査報告書
　▪令和 ６年度建築保全業務労務単価
　▪�保全関連出版図書案内
　▪�維持管理関係機関一覧表
⃝�その他：
　▪�印紙税額一覧表
　▪�満年齢早見表

表紙下に社名・マーク等金箔押しします。
価格等の詳細は裏面をご覧ください。
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【100冊以上、1,000円／冊（税込）】

本手帳の特長

環境に配慮した手帳環境に配慮した手帳
・森林環境に配慮した紙・森林環境に配慮した紙
・植物油インク・植物油インク
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名入れ部分

建築基準法第12条（報告、検査
等）による建築物の

定期調査報告及び定期検査報告

本表は令和6年4月1日改正時点を
掲載。令和7年7月1日改正があり

、その内容につ

いては、国土交通省HP等を参照
。

■国土交通省告示第282号建築物
の敷地及び構造　別表第一 

（小規模民間建築物等以外に適
用） （最終施行日　令和6年4月1日）

（い）調査項目
（ろ）調査方法

（は）判定基準

一　

盤
地
び
及
地
敷

（1）地盤
地盤沈下等による不陸、傾斜等の

状況 目視により確認する。
建築物周辺に陥没があり、安全

性を著

しく損ねていること。

（2）敷地
敷地内の排水の状況

目視により確認する。 より衛生上問題があること。

（3）令第128条に規定する通路（
以

下「敷地内の通路」という。）
敷地内の通路の確保の状況

目視により確認する。
敷地内の通路が確保されていない

こと。

（4）
有効幅員の確保の状況

設計図書等により確認し又は鋼
製巻尺

等により測定する。
敷地内の通路の有効幅員が不足

してい

ること。

（5）
敷地内の通路の支障物の状況

目視により確認する。
敷地内の通路に支障物があること

。

（6）塀
組積造の塀又は補強コンクリー

トブロッ

ク造の塀等の耐震対策の状況
設計図書等により確認し又は鋼

製巻尺

等により測定する。
令第61条又は令第62条の8の規定

に適合

しないこと。

（7）
組積造の塀又は補強コンクリー

トブロッ

ク造の塀等の劣化及び損傷の状況
目視、下げ振り等により確認する

。 著しいひび割れ、破損又は傾斜
が生じ

ていること。

（8）擁壁
擁壁の劣化及び損傷の状況

必要に応じて双眼鏡等を使用し目
視によ

り確認する。

著しい傾斜若しくはひび割れが
あるこ

と又は目地部より土砂が流出し
ている

こと。

（9）
擁壁の水抜きパイプの維持保全の

状況 必要に応じて双眼鏡等を使用し目
視によ

り確認するとともに、手の届く範
囲は必

要に応じて鉄筋棒等を挿入し確認
する。

水抜きパイプに詰まりがあること
。

二　

部
外
の
物
築
建

（1）基礎
基礎の沈下等の状況

目視及び建具の開閉具合等により
確認す

る。

地盤沈下に伴う著しいひび割れ
がある

こと又は建具開閉等に支障がある
こと。

（2）
基礎の劣化及び損傷の状況

目視により確認する。
礎石にずれがあること又はコンク

リート

面に鉄筋露出若しくは著しいひび
割れ、

欠損等があること。

（3）土台（木造に限る。）
土台の沈下等の状況

目視及び建具の開閉具合等により
確認す

る。

土台にたわみ、傾斜等があるこ
と又は

建具開閉に支障があること。

（4）
土台の劣化及び損傷の状況

目視及び手の届く範囲をテストハ
ンマー

による打診等により確認する。
木材に著しい腐朽、損傷若しく

は虫害

腐食等があること。

（5）外壁 躯体等 外壁、軒裏及び外壁の開口部で延
焼のお

それのある部分の防火対策の状況
設計図書等により確認する。

法第23条、法第25条又は法第61
条の規

定に適合しないこと。

（6）
木造の外壁躯体の劣化及び損傷の

状況 必要に応じて双眼鏡等を使用し目
視によ

り確認する。

木材に著しい腐朽、損傷若しく
は虫害

腐食等があること。

（7）
組積造の外壁躯体の劣化及び損傷

の状況 必要に応じて双眼鏡等を使用し目
視によ

り確認する。

れんが、石等に割れ、ずれ等が
あるこ

と。

（8）
補強コンクリートブロック造の外

壁躯体

の劣化及び損傷の状況
必要に応じて双眼鏡等を使用し目

視によ

り確認する。

目地モルタルに著しい欠落があ
ること

又はブロック積みに変位等がある
こと。

（9）
鉄骨造の外壁躯体の劣化及び損傷

の状況 必要に応じて双眼鏡等を使用し目
視によ

り確認する。
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